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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
、
良
い
お
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

昨
年
は
、
い
わ
ゆ
る
「
混
合
診
療
」
を
全
面
解
禁
し
て
、
保
険
診

療
と
保
険
外
診
療
の
併
用
を
認
め
る
べ
き
と
の
新
し
い
動
き
が
で
て

き
ま
し
た
。
保
険
証
を
持
っ
て
い
け
ば
、
基
本
的
に
一
定
の
患
者
負

担
の
み
で
必
要
か
つ
適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
現
状
か
ら
、
保
険

外
の
負
担
の
在
り
方
を
根
本
的
に
見
直
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。 

当
院
は
、
今
年
の
２
月
で
移
転
後
丸
２
年
が
経
過
し
ま
す
。
急
性

期
医
療
を
担
う
地
域
の
病
院
の
一
つ
と
し
て
、
良
質
の
医
療
を
行
う

た
め
に
、
機
能
的
で
活
力
の
あ
る
チ
ー
ム
医
療
を
常
に
心
掛
け
、
地

域
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
皆
様
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
救
急
医
療
に
も
力
を

注
い
で
参
り
ま
し
た
。 

病
気
は
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
基
本
的
に
大
切
な
こ
と
で
す

の
で
、
日
頃
か
ら
身
近
な
「
か
か
り
つ
け
医（
家
庭
医
）」
を
持
つ
こ

と
が
重
要
で
す
。
病
院
と
診
療
所
と
の
連
携
（「
病
診
連
携
」）
を
積

極
的
に
行
う
た
め
に
「
か
か
り
つ
け
医
」
の
推
進
を
行
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
地
域
連
携
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
当
院
は
、
地
域
連
携

室
を
設
け
て
、
専
任
の
ス
タ
ッ
フ
が
御
世
話
を
し
ま
す
。
地
域
の

「
か
か
り
つ
け
医
」
の
先
生
方
と
連
携
し
、
少
し
で
も
地
域
の
皆
様

に
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
５
階
の
健
康
増
進
施
設
で
あ
る
「
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
の
べ
お
か
」
は
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
高
脂
血
症
、
肥
満
等
の

生
活
習
慣
病
へ
の
対
策
と
し
て
運
動
療
法
を
行
い
、
地
域
住
民
の
皆

様
の
健
康
増
進
、
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

今
後
も
患
者
様
が
満
足
で
き
る
良
質
で
適
切
な
医
療
の
提
供
を
心

掛
け
ま
す
。
今
年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

牧
野
　
剛
緒 

理
事
長 

院
　
長 
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昭和7年10月1日 
生まれ以降の方
又は 65歳以上  

昭和7年9月30日
生まれ以前の方
又は 75歳以上  

医療機関に出掛ける前に確認を!!医療機関に出掛ける前に確認を!!医療機関に出掛ける前に確認を!!

医事係 

当院では、平成16年11月１日

より病院内での喫煙が禁止とな

りました。 

喫煙される場合は屋外に喫煙

コーナー（救急入口前・正面玄関

前）を設置しておりますので、そ

ちらをご利用下さい。皆様のご

理解とご協力をお願い致します。 

※トイレや人目につかない場所での喫煙は防火管理上大変危険ですのでご遠慮ください。 

全館禁煙のお知らせ 全館禁煙のお知らせ 

218号線号線 218号線 

救急入口前 

正面玄関前 

駐車場 

院内 

処置室 事務室 

◆上記で該当するものは全て毎月提示下さいますようお願いいたします。 

◆該当するものをお持ちでない場合は、自費になる場合があります。 

◆退職･転職･結婚等により保険が変更になった方は速やかにお知ら 
せ下さい。 

◆退職した場合は即、会社の方に返還して下さい。 

◆他人の保険証を使用するのは犯罪になりますので、絶対に使用しないで下さい。 
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医療機関に出掛ける前に確認を!!医療機関に出掛ける前に確認を!!

218号線 
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たとえば、内科でかぜ薬をもらい、皮ふ科でアトピーの薬をもらうと、形や色が違ってい
ても成分が同じだったり、同じ仲間の薬だったりすることがあります。そのような薬をいっ
しょに飲むことを『重複服用』といい、薬の量が多くなり、事故が起きることがあります。 
また、薬の成分はちがっても、いっしょに飲むとショックを起こしたり、薬の作用が強く
なったり、弱くなったりすることを『相互作用』といいます。 
薬と薬、薬と食べ物がお互いに影響し合って、悪い作用を
起こすことがあるのです。 

・かかりつけ薬局へ４日以内にもっていきましょう。 

・薬局では薬剤師がくすりの飲み方、はたらき、副
作用などの説明をしてくれます。 

・お薬手帳に処方された薬の内容を記入してもらい
ましょう。お薬手帳は、薬局などでもらえます。 

ニコチンは血管収縮作用
があるので薬の効き目を
弱くします。 

薬剤師 

和 田 貴 博  

薬の相互作用と重複作用について薬の相互作用と重複作用について 薬 薬の相互作用と重複作用について薬の相互作用と重複作用について 薬の相互作用と重複作用について 

DRUG INFORMATION

薬とたばこ 
脳（中枢神経）の働きを弱
める作用などがあるため
危険です。 

薬とアルコール 

処方せんをもらったら… 

かかりつけ薬局では、薬の相互
作用や重複投与、アレルギーなど
も調べてくれるので安心 ! !  

医療機関・薬局に行くときは、
必ずお薬手帳を見せて下さい。 
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肝臓に 
脂肪が 
たまる 食欲不振 

腹痛 
吐き気 肝硬化 

肝線維症 

薬の相互作用と重複作用について 薬 薬の相互作用と重複作用について 

管理栄養士 

矢 野　さとみ 

◎アルコールの吸収・代謝 
アルコールは胃や小腸などで吸収され肝臓で処理され

ます。適量をすぎるとアルコールは脳や全身に送られ、

運動機能や言語機能に影響を及ぼします。 

◎アルコールによる肝臓障害 
アルコールを過剰に摂取すると、脂肪として貯蔵されたり、肝臓での解毒作用が追いつ

かず、肝臓自身も障害をきたしてしまいます。 

◎怖い飲酒習慣 
適量以上の飲酒習慣は、アルコールが脳に作用して幻覚や手足

の震え等をともなうアルコール依存症になります。週２日の休

肝日と適量飲酒を心がけましょう。 

「百薬の長」ともいわれるアルコールですが、飲みすぎは健康障害を
まねく原因となります。定期的な健診で健康チェックを受け、アルコ
ールと上手につきあいましょう。 

適量ならば 

●精神的リラックス 

●疲労回復 

●食欲増進（胃液の分泌促進） 

●善玉コレステロールが増える
（動脈硬化を予防） 

●血液循環をよくする 

飲みすぎると 

●肝機能の障害 

●消化器系の障害（胃炎、胃潰瘍） 

●生活習慣病の助長（肥満、糖尿病、高血圧、
高脂血症、痛風ほか） 

●脳の障害 



メディカルフィットネス 

のべおか通信 のべおか通信 

　今年の５月より、今までの「疾病予防施設」から厚生労働大臣認定の「健康増進施設」として

リニューアルいたしました。それにともない、新しいコースとして、「メディカル管理コース」を

スタートいたしました。 

　｢メディカル管理コース」とは、生活習慣病（糖尿病・高血圧・高脂血症・肥満など）の方や

その疑いのある方に対して医師によるメディカルチェック、運動指導士による運動指導、管理

栄養士による栄養指導を統括的に３ヶ月間のコースとして行っていただくコースです。3ヶ月と

いう期間で自分の生活習慣を見直していただき、疾病の予防、改善に努めていただきたいと思

います。コースを開始して、７ヶ月が経過したくさんの方々がそれぞれの疾病を改善されてい

ます。その中の１人のデータをここではご紹介します。 
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のべおか通信 
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８ 

内科・外科・胃腸科・肛門科・泌尿器科・放射線科 

黒木病院  
救急指定 
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医
療
法
人
　
健
寿
会
　
黒
木
病
院
 

　
2
0
0
５
年
１
月
吉
日

　
黒
木
病
院
 

　
吉
　
田
　
充
　
希
 

去る12月18日(土)に、深海さ

とみ・柴田つぐみ・徳丸十盟さ

ん３名をお招きして「箏曲演奏会」

を行いました。 

箏と尺八を使って１Ｆエントラン

スホールで「サクラ変奏曲」、「春の

海」、「ソロ」の３曲を演奏して頂き

ました。 
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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

『箏曲演奏会』が行われました。 『箏曲演奏会』が行われました。 
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そう きょく 


